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中部縦貫自動車道 大野一和泉油坂間

完成後は束京まで約4時間30分
田
山
こ
一
九
万
に
萄

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
大
野
イ
ン
タ
ー
チ
工

ン
ジ
の
位
置
が
、
昨
年
十
二
月
に
中
津
川
に
決

ま
っ
た
の
に
引
き
続
き
、
大
野
市
－
和
泉
村
間

の
基
本
計
画
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
全
線

で
事
業
着
手
と
な
り
、
完
成
が
よ
り
現
実
の
も

の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

県
内
の
全
線
が
確
定

　

建
設
省
は
二
月
五
日
、
中
部
縦

貫
自
動
車
道
の
う
ち
大
野
市
中
津

川
－
和
泉
村
油
坂
間
の
基
本
計
画

組
み
入
れ
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ

れ
で
県
内
で
唯
一
整
備
が
進
ん
で

い
な
か
っ
た
同
区
間
が
基
本
計
画

に
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
ル
ー
ト

の
決
定
と
着
工
に
向
け
弾
み
が
つ

き
ま
し
た
。

　

同
時
に
岐
阜
県
の
丹
生
川
村
―

上
宝
間
、
長
野
県
の
安
曇
－
波
田

間
も
基
本
計
画
に
組
み
入
れ
ら
れ

た
た
め
、
同
自
動
車
道
の
全
線
整

備
に
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

奥
越
を
貫
く
大
動
脈

　

基
本
計
画
決
定
さ
れ
た
大
野
－

和
泉
間
は
概
略
延
長
が
約
三
十
四

ご
で
車
線
は
四
車
線
、
設
計
速
度

は
八
十
j
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
区
間
は
す
で
に
事
業
の
進
ん
で

い
る
福
井
－
大
野
市
中
津
川
間

（
永
平
寺
大
野
道
路
）
と
岐
阜
県

白
鳥
町
I
和
泉
村
間
（
油
坂
峠
道

路
）
を
結
ぶ
道
路
で
す
。

　

完
成
す
れ
ば
時
間

の
短
縮
は
も
と
よ
り
、

豪
雪
や
豪
雨
に
強
い

安
全
で
確
実
な
交
通

を
確
保
し
、
奥
越
全

体
の
リ
ゾ
ー
ト
構
想

の
推
進
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

待
た
れ
る

　
　

整
備
計
画

　

今
後
は
建
設
省
で

詳
し
い
ル
ー
ト
や
構

造
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
、
沿
線
の
環
境
影

響
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
調
査
結
果
は
公

表
さ
れ
、
ル
ー
ト
の

発
表
を
経
て
整
備
計

画
区
間
に
格
上
げ
さ

れ
ま
す
。

今回基本計画決定区間

中
津
川
の
大
野
イ
ン
タ
ー
予
定

地
付
近
か
ら
、
和
泉
村
方
面
を

望
む

中
部
縦
貫
自
動
車
道
と
は

　

昭
和
六
十
二
年
に
決
定
さ
れ
た

第
四
次
全
国
総
合
開
発
で
、
全
国

一
万
四
千
ご
の
高
規
格
幹
線
道
路

の
一
部
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
長
野
県
松
本
市
を
起
点
と
し

て
、
岐
阜
県
高
山
市
・
白
鳥
町
を

経
て
福
井
市
に
至
る
延
長
約
百
六

十
。
・
、
四
車
線
の
主
要
幹
線
道
路
。

　

中
央
自
動
車
道
長
野
線
、
東
海

北
陸
自
動
車
道
、
北
陸
自
動
車
道

と
相
互
に
連
絡
し
、
完
成
す
る
と

福
井
－
東
京
間
は
約
五
時
間
で
結

ば
れ
る
。

着
エ
・
完
成
ま
で
の
流
れ

　
　

「
基
本
計
画
区
間
」
に
組
み
入

れ
ら
れ
る
と
、
建
設
省
が
ル
ー
ト

を
決
め
、
そ
の
通
過
地
点
の
大
気
、

騒
音
、
動
植
物
な
ど
に
つ
い
て
の

環
境
影
響
調
査
を
実
施
す
る
。
調

査
結
果
は
公
表
さ
れ
沿
線
住
民
に

説
明
し
市
町
村
長
な
ど
の
同
意
を

得
る
と
ル
ー
ト
の
発
表
を
経
て
、

「
整
備
計
画
区
間
」
に
格
上
げ
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
測
量
、
設
計
、

用
地
買
収
、
工
事
へ
と
進
む
。

　

県
内
分
約
七
十
よ
の
う
ち
、
福

井
－
大
野
間
の
約
二
十
六
・
四
ご

と
岐
阜
県
白
鳥
－
和
泉
村
間
十

一
・
三
ご
に
つ
い
て
は
、
現
在
整

備
が
進
ん
で
い
る
。
松
岡
町
の
越

坂
ト
ン
ネ
ル
や
油
坂
峠
付
近
の
一

部
は
す
で
に
供
用
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。



市街地南西部に新しい町が誕生

……丿j……………碩ぷノ17（あかねちょう）

　

平
成
四
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
き

た
篠
座
土
地
区
画
整
理
事
業
が
こ

の
ほ
ど
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
篠
座
土
地
区
画
整
理
組
合
が

事
業
主
体
と
な
り
、
快
適
な
市
街

地
の
整
備
と
宅
地
の
利
用
促
進
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

位
置
は
大
野
高
校
と
国
道
1
5

8
号
に
挟
ま
れ
た
付
近
で
す
。
面

積
は
六
・
七
レ
で
、
総
事
業
費
は

約
三
億
六
千
七
百
万
円
。

　

基
本
計
画
で
は
将
来
の
人
口
枠

を
五
百
四
十
人
と
し
、
都
市
計
画

の
用
途
地
域
に
合
わ
せ
て
、
住
居

系
の
宅
地
約
四
・
六
し
か
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

道
路
は
幅
員
六
口
で
延
べ
約
千

三
百
‥
い
が
整
備
さ
れ
、
公
園
用
地

が
I
ヵ
所
で
約
こ
千
平
方
口
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

2
月
か
ら
新
町
名
ス
タ
ー
ト

　

篠
座
土
地
区
画
の
新
町
名
は
茜

町
（
あ
か
ね
ち
ょ
う
）
で
す
。
こ

の
町
名
は
区
画
整
理
地
の
西
を
流

れ
る
赤
根
川
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

新
町
名
と
地
番
は
、
一
月
三
十

一
日
に
知
事
の
区
画
整
理
に
よ
る

換
地
処
分
公
告
が
行
わ
れ
た
の

で
、
二
月
一
日
か
ら
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

国道158号から大野高校へ向かう道路

住
宅
建
築
が
進
む
茜
町



臨
時
福
祉
狗
1
縦
慰
翁
誂
菱
給
さ
れ
ま
す

　

今
年
四
月
か
ら
の
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
老
齢
福
祉
年

金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人
、
低

所
得
の
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
、

六
十
五
歳
以
上
の
低
所
得
者
の

方
々
に
対
し
て
臨
時
福
祉
特
別
給

付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

支
給
の
基
準
日
は
平
成
九
年
二

月
一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

給
付
金
は
次
の
三
種
類
で
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
ご
万
円

　

基
準
日
に
次
の
年
金
ま
た
は
手

当
の
二
月
分
を
受
給
で
き
る
人
が

対
象
で
す
。

　

老
齢
福
祉
年
金
、
障

害
基
礎
年
金
の
う
ち
旧

障
害
福
祉
年
金
に
相
当

す
る
も
の
、
遺
族
基
礎

年
金
の
う
ち
旧
母
子
・

準
母
子
福
祉
年
金
に
相

当
す
る
も
の
、
児
童
扶

養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
、
特
別
障
害
者

手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
、
福
祉
手
当
（
経
過

措
置
分
）
、
原
爆
被
爆
者

諸
手
当
。

　

た
だ
し
基
準
日
に
お

い
て
、
社
会
福
祉
施
設

に
人
所
し
て
い
る
人
な
ど
は
該
当

し
ま
せ
ん
。

臨
時
介
護
福
祉
金
一
－
二
万
円

　

基
準
日
に
平
成
八
年
度
分
の
市

民
税
所
得
割
が
か
か
ら
ず
に
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
対

象
で
す
。
本
人
が
ほ
か
の
人
の
平

成
八
年
度
分
市
民
税
の
控
除
対
象

配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
と
な
っ

て
い
る
と
き
は
、
そ
の
人
に
平
成

八
年
度
分
市
民
税
所
得
割
が
か
か

ら
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

①
平
成
八
年
八
月
一
日
以
前
か
ら

　

寝
た
き
り
ま
た
は
痴
ほ
う
症

　

で
、
介
護
が
必
要
な
六
十
五
歳

　

以
上
（
昭
和
七
年
二
月
一
日
以

　

前
生
ま
れ
）
の
人

2
二
月
分
の
特
別
障
害
者
手
当
、

　

障
害
児
福
祉
手
当
ま
た
は
福
祉

　

手
当
（
経
過
措
置
分
）
を
受
給

　

で
き
る
人

臨
時
特
別
給
付
金
ご
万
円

　

基
準
日
に
六
十
五
歳
以
上
（
昭

和
七
年
二
月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
）
で
、
平
成
八
年
度
分
の
市
民

税
が
か
か
ら
な
か
っ
た
人
が
対
象

で
す
。
本
人
が
ほ
か
の
人
の
平
成

八
年
度
分
市
民
税
の
控
除
対
象
配

偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
と
な
っ
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
人
に
平
成
八

年
度
分
市
民
税
が
か
か
ら
な
か
っ

た
場
合
に
限
り
ま
す
。

指
定
し
た
日
に

　
　

申
請
し
て
く
だ
さ
い

　

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
場
合

は
申
請
が
必
要
で
す
。
該
当
す
る

人
に
対
し
て
は
、
市
役
所
か
ら
通

知
を
し
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
日
に

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役

所
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
（
豊

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
3
・
4

7
4
）
ま
で
。

｜布なltこ｜惑地下水を汚し・Zいまt！11，か｜

図①ボーリング井戸の場合図2掘り抜き井戸の場合

　　　

（直径約1メートル）

　

図
①
、
2
の
よ
う
に
井
戸
の
上

部
分
と
外
部
が
遮
断
さ
れ
て
な
い

と
、
雨
水
や
汚
水
な
ど
が
侵
入
し

て
自
分
の
飲
料
水
や
周
囲
の
地
下

水
ま
で
汚
染
し
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
ご
家
庭
の
井
戸
を
一

度
調
べ
、
図
の
よ
う
な
場
合
は
至

急
改
善
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ボ
ー
リ
ン
グ
井
戸
は
、
鉄
管
と

ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
に
す
き
間
が
で

き
な
い
よ
う
完
全
に
つ
な
ぎ
ま
し

ょ
う
。
堀
り
抜
き
井
戸
は
、
上
部

を
完
全
に
覆
い
ま
し
よ
う
。
ま
た

使
わ
な
く
な
っ
た
古
い
井
戸
は
、

完
全
に
埋
め
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
生
活

環
境
課
環
境
保
全
係
（
豊
6
6
・
1

1
1
1
内
線
4
6
5
）
ま
た
は
近

く
の
水
道
設
備
な
ど
の
業
者
の
方

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

臨時福祉給付金

　　

（福祉給付金）
支給対象者

1人につき
111万円

臨時特別給付金

　　

（特別給付金）
支給対象者
1人につき

II‘1万円

臨時介護福祉金

　　

（介護福祉金）。

支給対象者

1人につき，3万B



～
祉
・
・
公
社
職
員
と
情
報
公
開
の
委
員

管
理
公
社
職
員

　

財
団
法
人
大
野
市
公
共
施
設
管

理
公
社
で
は
、
四
月
か
ら
市
の
公

共
施
設
を
管
理
す
る
に
当
た
り
、

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
1
人

業
務
内
容
会
計
事
務
お
よ
び
施

　

設
管
理
に
関
す
る
業
務
全
般

勤
務
場
所
有
終
会
館
内

勤
務
条
件
大
野
市
一
般
職
員
に

　

準
ず
る
。
週
休
日
は
火
曜
日
と

　

ほ
か
1
日

受
験
資
格
昭
和
4
7
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
5
4
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人
で
性
別
は
問
い

　

ま
せ
ん
。
複
式
簿
記
2
級
以
上

　

の
資
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

　

望
ま
し
い

申
込
方
法
市
販
の
履
歴
書
と
4
0
0

　

字
詰
め
の
市
販
縦
書
き
原
稿
用

　

紙
2
枚
以
内
に
、
「
大
野
市
の

　

公
共
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
思

　

う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作

　

文
を
提
出
。
郵
送
も
可

受
付
期
間
3
月
7
日
毎
か
ら
1
7

　

日
⑥
ま
で
（
郵
送
は
1
7
日
の

　

消
印
ま
で
有
効
）

合
格
発
表
書
類
選
考
の
上
、
別

　

途
通
知
す
る
面
接
試
験
・
健
康

　

診
査
を
経
て
合
格
者
に
通
知

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
市
天
神

　

町
1
1
1
大
野
市
役
所
財
政
課

内
管
理
公
社
設
立
準
備
室
（
豊

6
6
・
1
1
1
1
内
線
り
乙
9
J
4
）

ま
で

情
報
公
開
懇
話
会
の
委
昌

　

平
成
十
年
度
に
大
野
市
の
情
報

公
開
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て
、
市
民

の
代
表
や
学
識
経
験
者
な
ど
上
一

人
で
構
成
す
る
「
情
報
公
開
懇
話

会
」
を
設
置
。
こ
こ
で
情
報
公
開

の
あ
り
方
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

募
集
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

募
集
定
員
2
人

応
募
資
格
・
市
内
に
住
む
2
0
歳

　

以
上
で
、
情
報
公
開
制
度
に
関

　

心
の
あ
る
人
・
情
報
公
開
懇
話

　

会
に
出
席
で
き
る
人

会
議
日
程
4
月
か
ら
7
月
ま
で

　

月
に
1
回
の
割
合
で
、
平
日
の

　

午
後
に
開
催
予
定

締
切
3
月
2
8
日
毎

応
募
方
法
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
1

　

枚
程
度
の
「
情
報
公
開
制
度
に

　

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
レ

　

ポ
ー
ト
と
、
住
所
・
氏
名
・
年

　

齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
を
記

　

人
し
て
提
出
。
郵
送
も
可

応
募
・
問
合
せ
先
大
野
市
天
神

　

町
1
1
1
大
野
市
役
所
総
務
課

　

情
報
管
理
係
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
3
8
）
ま
で

九頭竜線に1往復を増発

昼の時間帯が便利に

L＿●．．い－lい

　　　　　　

＊．j； 3月22日から

　

J
R
九
頭
竜
線
（
越
美
北
線
）

の
福
井
－
越
前
大
野
間
に
、
三
月

二
十
二
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
普
通

列
車
が
一
往
復
増
発
さ
れ
ま
す
。

増
発
と
な
る
の
は
、
下
り
が
福
井

駅
発
午
前
十
一
時
三
十
五
分
で
越

前
大
野
駅
着
午
後
零
時
二
十
六

分
、
上
り
が
越
前
大
野
駅
発
午
後

一
時
二
十
八
分
、
福
井
駅
着
午
後

二
時
二
十
こ
分
の
二
本
で
す
。
こ

れ
で
福
井
―
越
前
大
野
間
は
上
り

が
十
一
本
、
下
り
が
上
本
と
な
り

ま
す
。

　

培
発
と
な
る
時
匿
祁
に
□
昭
れ

六
上
三
年
か
ら
二
年
間
、
一
往
復

が
運
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
乗

客
の
減
少
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
正
午
を
中
心
と
し
た
こ
の

時
間
帯
に
四
時
間
程
度
も
列
車
の

便
が
な
く
、
復
活
を
望
む
声
が
出

て
い
ま
し
た
。

　

九
頭
竜
線
の
利
用
客
は
年
々
減

少
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
七
年

度
は
百
一
万
四
千
人
と
前
年
度
の

九
十
九
万
人
よ
り
増
加
し
た
こ
と

が
増
発
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
今
回
の
増
発
は
一
年

間
の
試
行
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

間
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て
再
検
討

さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
乗
客
が
少
な

け
れ
ば
、
再
び
廃
止
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
の
で
す
。

　

市
で
は
九
頭
竜
線
の
利
用
を
促

進
す
る
た
め
に
回
数
券
や
団
体
で

利
用
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
助

成
を
し
て
い
ま
す
。
申
請
し
た
そ

の
場
で
助
成
金
が
受
け
取
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
印
鑑
持
参
。
【
回
数

　

券
利
用
】
購
入
し
た
回
数
券
を

　

提
示
し
て
、
購
人
日
か
ら
一
年

　

以
内
【
団
体
利
用
】
越
前
大
野

　

駅
発
行
の
利
用
証
明
書
を
添
付

　

し
て
、
利
用
日
か
ら
一
年
以
内

申
請
時
間
午
前
九
時
～
午
後
四

　

時
助
成
対
象
回
数
券
ま
た
は
上
五

　

人
以
上
の
団
体
利
用
の
乗
車
券

　

を
、
越
前
大
野
駅
で
購
入
し
た

　

市
民
や
団
体
な
ど

助
成
額
「
回
数
券
利
用
」
九
頭

　

竜
線
利
用
区
間
の
回
数
券
購
入

　

費
の
二
割
【
団
体
利
用
】
九
頭

　

竜
線
利
用
区
間
の
運
賃
の
五
割

申
請
・
問
合
せ
先
市
役
所
生
活

　

環
境
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
6
4
）
ま
で

切
符
は
越
前
大
野
駅
で

　

J
R
を
利
用
す
る
場
合
、

越
前
大
野
駅
で
九
頭
竜
線
以

外
の
切
符
、
例
え
ば
福
井
駅

以
遠
の
乗
車
券
や
特
急
券
、

Q
き
っ
ぷ
な
ど
の
割
引
切
符

を
購
入
し
て
も
、
す
べ
て
が

九
頭
竜
線
の
収
入
と
な
り
ま

す
。
帰
り
の
切
符
も
越
前
大

野
駅
で
買
い
ま
し
よ
う
。
九

頭
竜
線
の
存
続
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。



市台所拓部屋拓配置邸変わり恕し元

　

昨
年
十
一
月
の
市
役
所
別
館
の
完
成
後
に
進
め
ら
れ
て
い
た
本

庁
舎
の
改
装
が
こ
の
ほ
ど
終
了
し
、
部
課
の
配
置
換
え
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
で
昨
年
四
月
の
市
の
機
構
改
革
に
伴
う
部
制
に
適

応
し
た
、
効
率
的
な
配
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

配
置
図
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ご
来
庁
の
際
は
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一階配置図

二階配置図

三階配置図

移動した課室



暮
ら
し
の
原

原
ア
ド
バ
イ
ス 昨年の

　

消費生活相談69件

相変わらず多い

　　　

訪問販売・特殊販売

　

市
の
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
生
活
環
境
課
内
）

が
、
昨
年
一
年
間
に
受
け
た
相
談
は
六
十
九
件
で
、
一
昨

年
よ
り
十
二
件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
相
談
の
内
容
は
契

約
に
関
す
る
こ
と
が
多
く
、
相
変
わ
ら
ず
お
年
寄
り
や
若

者
を
狙
つ
だ
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
て
い
ま
す
。
中
に
は
強
引

な
手
口
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

狙
わ
れ
る
お
年
寄
り

　

市
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
た
消
費
生
活
相
談
の
内
容

は
契
約
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
、
訪
問
販
売
、
特
殊
販
売
な

ど
が
九
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

特
に
高
齢
者
の
被
害
が
多
く
、
全

体
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
市
内
で
起
き
た
事
例
を

紹
介
し
ま
す
。

《
事
例
1
》

　
　

S
F
（
催
眠
）
商
法

　

病
院
帰
り
に
若
い
男
の
人
に
呼

び
止
め
ら
れ
「
福
袋
を
あ
げ
る
か

ら
」
と
言
わ
れ
、
あ
る
場
所
に
連

れ
て
行
か
れ
た
。
最
初
は
日
用
雑

貨
品
を
も
ら
っ
た
が
、
健
康
器
具

の
購
入
を
勧
め
ら
れ
た
。
断
る
と

手
足
を
引
っ
張
ら
れ
、
強
引
に
契

約
さ
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　

（
七
十
八
歳
男
性
）

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
多
く
、
高

齢
者
が
よ
く
被
害
に
遭
い
ま
す
。

「
会
社
の
宣
伝
だ
」
「
花
の
種
を
あ

げ
る
」
な
ど
と
い
っ
て
、
閉
め
き

っ
た
車
庫
・
空
き
店
舗
な
ど
で
日

用
雑
貨
品
を
無
料
で
配
り
ま
す
。

　

面
白
お
か
し
く
や
り
と
り
し
て

い
る
う
ち
に
、
高
額
な
磁
気
マ
ッ

ト
レ
ス
や
羽
毛
布
団
な
ど
を
買
わ

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
会
場
に
は
、
行
か

な
い
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。

《
事
例
2
》

　
　

資
格
（
士
）
商
法

　

以
前
に
資
格
商
法
に
引
っ
か
か

っ
た
が
、
あ
き
ら
め
て
高
額
な
受

講
料
の
支
払
い
を
続
け
て
い
た
。

再
び
同
じ
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

解
約
し
た
け
れ
ば
別
の
資
格
講
座

を
受
講
し
ろ
と
言
わ
れ
、
現
在
係

争
中
。
（
二
十
歳
男
性
）

　

突
然
、
勤
務
先
に
電
話
が
か
か

り
、
行
政
書
士
や
電
気
主
任
技
術

者
な
ど
の
資
格
が
簡
単
に
取
れ
る

な
ど
と
言
い
ま
す
。
断
っ
て
も
し

つ
こ
く
電
話
を
か
け
て
く
る
の
で
、

根
負
け
し
て
返
事
を
し
た
り
あ
い

ま
い
な
返
事
を
し
た
り
す
る
と
、

契
約
成
立
と
し
て
十
万
円
か
ら
三

十
万
円
の
高
額
な
受
講
料
を
請
求

さ
れ
る
よ
う
で
す
。

泣
き
寝
入
り
せ
ず

　

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
を

　

強
引
な
セ
ー
ル
ス
や
再
三
の
電

話
な
ど
で
契
約
を
迫
ら
れ
た
ら
、

は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
よ
う
。

　

万
が
一
、
契
約
し
て
も
解
約
を

し
た
い
場
合
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
ー

オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

訪
問
販
売
法
で
は
、
訪
問
販
売

や
上
記
に
記
載
し
た
S
F
（
催
眠
）

商
法
・
資
格
（
士
）
商
法
（
電
話

勧
誘
販
売
）
な
ど
は
契
約
し
た
日

を
含
め
て
八
日
間
以
内
、
マ
ル
チ

商
法
は
二
十
日
間
以
内
な
ら
、
無

条
件
で
解
約
で
き
ま
す
。
違
約
金

な
ど
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
既
に
支
払
っ
た
申
込
み

金
（
頭
金
）
も
返
金
さ
れ
ま
す
。

　

決
し
て
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
、

市
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
ヘ
早
め

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ豊66・11111鵠464はふ；）



■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
士

今月のスナップ

火遊び鬼をやっつけろ

＜1るー・39登場 大野クロスカントリー

　　　　

スキークラブ

底
辺
の
拡
大
と
競
技
カ
ア
ッ
プ
を

　

野
山
を
滑
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
ス
キ
ー
は
、
ゲ
レ
ン
デ
を
滑
る

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
と
違
い
、
あ
ま

り
な
じ
み
の
無
い
ス
ポ
ー
ツ
と
い

え
ま
す
。

　

大
野
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
（
田
中
義
一
会
長
）
は
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
専
門

ク
ラ
ブ
と
し
て
、
平
成
七
年
十
二

月
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
内
の
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
は
、
各
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
や
学
校
で
の
部
活
動
、
授

業
な
ど
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
指
導
者
の
不
足
や
競
技

の
不
人
気
な
と
が
ら
中
学
、
高
校

へ
と
進
む
に
従
っ
て
競
技
を
離
れ

る
選
手
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
般
の
ク
ラ
ブ
と
な
る
と
ア
ル
ペ

ン
競
技
が
主
体
で
、
雪
国
の
県
内

に
あ
っ
て
も
選
手
層
は
薄
い
と
の

こ
と
で
す
。

　

こ
の
た
め
現
役
選
手
や
O
B
ら

が
集
ま
り
ク
ラ
ブ
を
発
足
さ
せ
指

導
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
合

同
練
習
で
競
技
の
レ
ベ
ル
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
に
は
強
化
部
・
ジ
ュ
ニ

ア
育
成
部
・
普
及
部
が
あ

り
ま
す
。
中
・
高
校
生
は

各
学
校
で
練
習
す
る
た

め
、
主
に
小
学
生
が
集
ま

っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

普
段
は
土
・
日
曜
日
に
六

呂
師
の
円
山
公
園
周
辺
や

和
泉
村
で
練
習
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
毎
年
ジ
ュ
ニ
ア
選

手
権
大
会
を
開
催
し
た
り
、

県
内
外
の
大
会
へ
参
加
し

た
り
し
ま
す
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
育
成
部
長
の

寺
西
重
朗
さ
ん
（
友
兼
）

は
「
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
に

比
べ
地
味
で
す
が
、
奥
深

い
競
技
で
す
。
多
く
の
人

に
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
底
辺

拡
大
と
一
貫
指
導
に
努
め
た
い
」

と
の
こ
と
で
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
午
後
七
時
以
降

に
、
寺
西
さ
ん
（
豊
6
5
・
8
2
2

4
）
か
勝
森
昌
則
さ
ん
（
豊
6
5
・

8
5
8
3
）
ま
で
。

づりクトーク

たいt

「
そ
の
手
を
見
せ
て
」

　

こ
の
本
は
金
沢
市
在
住
の
作
家
、

井
上
雪
氏
が
北
陸
の
各
地
を
取
材

し
て
、
昭
和
六
十
年
に
出
版
し
か

本
で
す
。

　

北
陸
に
住
む
ご
く
普
通
の
お
ば

ち
や
ん
た
ち
の
人
生
を
、
そ
の
手

と
顔
の
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

彼
女
た
ち
の
手
は
、
白
く
す
ん

な
り
と
し
た
手
で
は
な
く
、
し
わ

が
刻
ま
れ
た
た
く
ま
し
い
手
で
す
。

そ
し
て
そ
の
顔
も
ま
た
同
様
で
す
。

し
か
し
そ
の
笑
顔
が
と
て
も
美
し

い
の
で
す
。
手
を
、
体
を
使
っ
て

頑
張
っ
て
生
き
て
き
た
人
の
、
静

か
な
迫
力
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
本
の
中
に
、
大
野
市
の
故

金
子
た
ま
ゑ
さ
ん
（
篠
座
）
が
い

ま
す
。
金
子
さ
ん
は
、
大
野
の
朝

市
を
支
え
て
き
た
一
人
で
し
た
。

そ
の
手
も
顔
も
し
わ
が
い
っ
ぱ
い

で
す
が
、
柔
和
な
笑
顔
が
と
て
も

素
敵
で
す
。

　

「
目
は
口
ほ
ど
に
も
の
を
言
う
」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
本
を
読

む
と
「
手
は
口
ほ
ど
に
」
と
言
い

換
え
た
く
な
り
ま
す
。
人
間
の
手

と
は
不
思
議
な
も
の
だ
と
つ
く
づ

く
f
f
l
－
J
’
；
ま
す
。

　

そ
し
て
、
彼
女
た
ち
が
そ
の
手

を
使
っ
て
生
み
出
し
て
き
た
も
の

を
思
う
と
き
、
そ
の
し
わ
だ
ら
け

の
手
が
愛
し
く
見
え
て
き
ま
す
。

自
分
の
親
や
祖
父
母
の
手
も
、
彼

女
だ
ち
と
同
じ
よ
う
な
手
を
し
て

い
る
の
だ
と
気
付
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、

自
分
の
手
を
見
て
い
ま
す
。
『
こ

の
手
で
私
は
、
半
生
、
何
を
し
て

き
た
の
か
』
（
「
お
わ
り
に
」
よ
り
）

問
合
せ
先
市
図
書
館
（
豊
6
5
。

　

5
5
0
0
）
ま
で

『子の革を貝．廿ア‖

井上雪著

　

冬樹社



邑が綺絵

「
－
筆
啓
上
」
で
最
優
秀

森
永
友
香
里
さ
ん
（
人
野
高
校
年
水
落
町
）

お
父
さ
ん

あ
ま
り
関
係
が
な
い
よ
う
で

か
な
り
関
係
が
あ
る
か
も

　

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
丸
岡
町
主

催
の
日
本
一
短
い
手
紙
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
最
優
秀
の
一
筆
啓
上
賞
を

受
賞
し
た
森
永
さ
ん
の
作
品
で
す
。

　

彼
女
は
受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い

た
直
後
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
反
響
が

大
き
く
な
る
と
は
思
わ
ず
、
友
人

た
ち
や
親
類
か
ら
お
祝
い
を
I
盲
わ

れ
、
や
っ
と
喜
び
が
わ
い
て
き
た

そ
う
で
す
。

　

文
章
を
書
く
の
は
あ
ま
り
好
き

で
は
な
く
、
国
語
も
苦
手
と
の
こ

と
で
す
。
普
段
は
電
話
で
用
事
を

済
ま
せ
手
紙
を
書
く
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
回
は
家
庭
科
の
授

業
と
し
て
応
募
し
た
そ
う
で
す
。

　

お
父
さ
ん
と
は
、
家
に
い
て
も

ほ
と
ん
ど
話
を
せ
ず
、
お
父
さ
ん

も
話
し
掛
け
て
こ
な
い
そ
う
で
す
。

今
回
の
受
賞
を
喜
ん
で
い
た
こ
と

も
、
お
母
さ
ん
か
ら
聞
い
た
ほ
ど

で
し
た
が
、
彼
女
に
と
っ
て
は
こ

れ
も
ご
く
自
然
な
こ
と
。
”
あ
ま

り
関
係
が
な
い
よ
う
な
お
父
さ

ん
は
、
実
は
家
族
の
中
心
に
い
て

’
か
な
り
関
係
が
あ
る
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

森
永
さ
ん
は
「
七
万
通
余
り
か

ら
選
ば
れ
た
な
ん
て
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。
自
分
で
は
こ
れ
を
手
紙
と

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
家
の
中
の

あ
り
の
ま
ま
を
書
い
た
だ
け
で
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
応
募
し
た

い
で
す
。
」
と
、
は
に
か
ん
で
い

ま
し
た
。

私七，勺・｀ぐこ，そ

親
類
の
戸
籍
が
ど
う
し
て
と
れ
な
い
の

Q

　

先
日
、
東
京
に
住
む

い
と
こ
か
ら
連
絡
が
あ

り
、
急
に
戸
籍
が
必
要

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
、
私
か
代

わ
り
に
い
と
こ
の
戸
籍
を
取
る
よ

う
に
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
、
さ
っ
そ
く
市
民
課
の
窓

日
に
行
っ
て
戸
籍
を
請
求
し
た
と

こ
ろ
、
私
で
は
取
れ
な
い
と
の
返

事
で
し
た
。
私
か
取
る
た
め
に
は
、

い
と
こ
が
書
い
た
委
任
状
が
必
要

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

急
い
で
い
る
の
に
、
い
ま
さ
ら

委
任
状
を
取
り
寄
せ
て
い
て
は
間

に
合
い
ま
せ
ん
。

　

私
と
い
と
こ
の
関
係
は
、
免
許

証
の
確
認
や
私
と
父
の
戸
籍
な
ど

か
ら
分
か
る
は
ず
で
す
。
不
正
を

す
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
納
得

が
い
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
内
男
性
）

A

　

戸
籍
謄
（
抄
）
本
の

交
付
に
つ
い
て
は
、
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
の
た
め
、
窓
口
で
特
に
神
経

を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
本
人

や
そ
の
配
偶
者
・
直
系
親
族
は
も

ち
ろ
ん
請
求
で
き
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
方
が
戸
籍
謄
（
抄
）
本
を

請
求
さ
れ
る
と
き
は
、
使
用
目
的

・
提
出
先
等
事
由
を
明
ら
か
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
親
族
や

知
人
な
ど
に
頼
ま
れ
て
取
り
に
来

ら
れ
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
委

任
状
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
依
頼
し
た
」
「
依
頼
さ
れ
た
」
と

い
う
事
実
関
係
を
確
認
す
る
た
め

で
す
。

　

請
求
さ
れ
る
人
に
は
負
担
に
な

る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と
不
当
目

的
利
用
防
止
の
手
段
の
一
つ
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
委
任
状
を
用
意
す

る
時
間
が
な
い
と
い
う
場
合
に
は
、

必
要
と
さ
れ
る
人
の
住
所
地
（
住

民
登
録
を
し
て
い
る
住
所
）
に
市

民
課
か
ら
直
接
郵
送
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。
手
数
料
の
ほ
か
に
郵

送
料
を
入
れ
て
郵
便
で
申
請
が
で

き
ま
す
の
で
、
遠
方
に
お
住
ま
い

の
人
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
（
市
民
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
。

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
岳
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

…
歩
つ
歩
の
会
か

　

ス
タ
ッ
フ
と
出
演
者
を
募
集

　

昨
年
、
自
主
制
作
の
映
画
「
出

発
」
を
上
演
し
話
題
と
な
っ
た
歩

っ
歩
の
会
が
、
二
作
目
の
映
画
制

作
に
当
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
と
出
演

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

映
画
作
り
に
興
味
の
あ
る
人
、

青
年
活
動
に
参
加
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
、
ど
な
た
で
も
結
構
で

す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

二
作
目
に
必
要
な
出
演
者

　

？
2
6
歳
く
ら
い
に
見
え
る
人
▼

　

初
老
の
男
性
▼
町
内
会
長
役
？

　

父
母
役
▼
幼
稚
園
児
？
小
学
生

　

▼
そ
の
ほ
か
エ
キ
ス
ト
ラ

制
作
ス
タ
ッ
フ

　

？
照
明
？
音
響
？
ア
シ
ス
タ
ン

　

ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　

募
集
の
説
明
会
と
申
し
込
み
受

け
付
け
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

日
時
3
月
2
3
日
2
午
後
1
時
～

場
所
市
文
化
会
館



懐かしい踊りで古里をしのび

旧西谷村の「もじり」再現

　

旧西谷村出身者でつくる西谷郷友会

（角平利夫会長）が2月2日に市内で

行った新年会の席で、今はめったに見

られなくなった民俗芸能の「もじり」

を披露しました。「もじり」は旧正月

に「もじりそで」と呼ばれる着物を着

て、踊ったことに由来しています。最

初は周りで見ていた人たちも、昔を思

い出して踊りの輪に加わっていました。

中国人実習生が1日正月を祝う

市民と「春節のつどい」

　

大野市内の企業で学ぶ中国人実習生

を招いて、中国の旧正月に当たる「春

節」を祝う集いが、2月8日に市日中

友好協会主催により、有終会館で行わ

れました。この日は実習生約40人と市

民約80人が参加。協会員手作りの里芋

料理やギョウザなどを囲んで和やかに

歓談し、市民による手品に飛び入り参

加するなどして楽しみました。

ご
み
政
策
な
ど
を
市
長
に
質
問

初
の
女
性
議
会
開
か
れ
る

　

女性の地位向上と男女共同参画社会の実現を目指して活動し

ている大野女性ネットワークが、1月22日に女性だけの議会を

開きました。市議会本会議と同じ形式で行なわれた議会には、

ネットワークに入っている15団体から27人が参加。地下水対策

やごみ問題、若者の定着など11項目について、市長ら理事者側

に単刀直入に質問しました。

郷
土
の
宝
を
灰
に
す
る
な

市
民
も
参
加
し
査
察
と
訓
練

　

大
野
地
区
消
防
本
部
と
市
教
育
委
員
会
、
北
電
大
野
営
業
所
は
、
1
月
2
1
日

に
市
指
定
文
化
財
の
釈
迦
如
来
仏
頭
を
保
管
し
て
い
る
荒
島
神
社
（
佐
開
）
な

ど
、
3
ヵ
所
の
防
火
査
察
を
行
い
ま
し
た
。
翌
2
2
日
に
は
「
武
家
屋
敷
旧
内
山

家
」
で
消
防
車
2
台
が
参
加
し
て
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
発
煙
筒
の
煙
の

中
、
職
員
が
文
化
財
に
見
立
て
た
段
ボ
ー
ル
箱
を
手
際
よ
く
運
び
出
し
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
、
消
防
署
の
講
評
が
あ
り
火
災
へ
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

勅鵬回也酒秘書広報課広報広聴係豊66・1111



話遇回底場

雪
と
ふ
れ
あ
お
弓
楽
し
も
弓

　
　

多
彩
に
親
雪
イ
ベ
ン
ト
開
催

越前おおの雪・遊喜フェスタ

　

2月1・2日に「越前おおの雪・遊喜フェスタ」が旧大野高校

跡地を中心に開かれました。1日の夜には、男衆が大きな花火を

手に抱えて勇壮に歩き回る愛知県豊川市の「手筒花火」が登場し、

地元の祥雲太鼓と競演。このほかにも雪中宝さがしや雪上綱引き、

雪像コンテストなどが行われ、大勢の人でにぎわいました。

七聞かまくら朝市と雪まつり

　

冬の風物詩「七間かまくら朝市と雪

まつり」が、2月1・2日に七間通り

で開催されました。通りには手作りの

かまくらや雪灯ろうがずらりと並べら

れ、冬期間休業中の朝市も臨時開店。

雪の台をくり抜いたスペースに花を飾

った雪中生け花展も、訪れた人の目を

引いていました。

六呂師高原雪まつり

　

恒例の六呂師高原雪まつりが2月8

・9日に開催されました。オープニン

グとなった8日の夜には、たいまつ滑

降や雪中花火がゲレンデを彩る中、雪

上ディスコも登場。9日にはチビッ子

スキー大会やもちつき大会が開かれた

ほか、雪だるまが並んだスノーパーク

は、家族連れで大盛況でした。

身近な話題をお知らせください。





●INFORMATION

雅
言
魏
0
小
琵
群
竹

　
　

言
恚
は
っ
J
月
中
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現

在
の
所
有
（
使
用
）
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
小
型
特

殊
自
動
車
・
農
耕
車
の
廃
車
や
名

義
変
更
は
、
3
月
中
に
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
軽
自
動
車
・
1
2
5
∝
を
超
え

　

る
バ
イ
ク

　

手
続
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
県
軽
自

動
車
協
会
と
県
二
輪
車
協
会
で
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
車
両
を
買
っ

た
販
売
店
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
1
2
5
a
以
下
の
バ
イ
ク
・
小

　

型
特
殊
自
動
車
…
農
耕
車

　

廃
車
の
場
合
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
と
印
鑑
を
持
っ
て
市
役
所

税
務
課
収
税
係
へ
。

　

名
義
変
更
の
場
合
は
、
譲
渡
証

明
書
（
用
紙
は
収
税
係
）
と
自
賠
責

保
険
証
明
書
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

◆
転
入
・
転
出
に
伴
う
変
更

　

所
有
（
使
用
）
者
が
市
内
に
転

人
し
た
り
、
市
外
へ
転
出
し
た
り

し
た
場
合
は
名
義
変
更
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
市
役
所
税
務
課
収
税

　

係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

2
2
）
ま
で

…
平
成
9
年
の

　

農
作
業
標
準
料
金
が
決
定

　

平
成
9
年
の
市
農
作
業
標
準
料

金
は
、
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま

し
た
。
（
）
内
は
、
前
年
度
の

金
額
で
す
。

◆
農
業
労
働
標
準
賃
金

　
　
　
　
　
　
　

【
－
日
当
た
り
】

　

男
9
7
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　

（
9
5
0
0
円
）

　

女
8
6
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　

（
8
4
0
0
円
）

◆
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
標
準
賃
金

　
　
　
　
　
　
　

［
－
日
当
た
り
一

　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
1
万
9
3
0

　

0
円
（
1
万
8
9
0
0
円
）

　

補
助
員
1
万
4
5
0
0
円

　

（
1
万
4
2
0
0
円
）

◆
農
業
機
械
作
業
の
標
準
料
金

　

【
叩
－
当
た
り
】

　

▼
耕
起
《
ト
ラ
ク
タ
ー
一
回
当

　

た
り
》
7
4
0
0
円
（
7
5
0

　

0
円
）
▼
代
か
き
《
ト
ラ
ク

　

タ
ー
2
回
が
け
》
8
0
0
0
円

　
　

（
8
2
0
0
円
）
▼
田
植
え

　
　

《
動
力
田
植
機
》
7
0
0
0
円

　
　

（
7
1
0
0
円
）
《
側
条
施
肥

　

田
植
機
》
8
1
0
0
円
（
8
2

　

0
0
円
）
？
収
穫
《
自
脱
型
コ

　

ン
バ
イ
ン
・
補
助
員
な
し
》
1

　

万
9
7
0
0
円
（
1
万
9
6
0

　

0
円
）

※
受
委
託
契
約
を
結
ぶ
場
合
、
消

費
税
を
上
乗
せ
す
る
の
が
原
則
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
扱
い

は
、
当
事
者
間
で
話
し
合
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
こ
と
は
市

農
業
委
員
会
事
務
局
（
容
6
6
・
1

1
1
1
内
線
3
1
6
）
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

4月からごみの出し方が

　　　　　　　　　

変わります

毎週水曜日はリサイクルの日

　

平成9年4月1日から、ごみの分け方、出し方が変わ

ります。地区によっては、燃えるごみ、燃えないごみの

収集曜日が変わりますので、各地区ごとの説明会に参加

して、確認しご理解をお願いします。

①毎週水曜日が『資源リサイクル』の日になります。

　

下記の物が従来のごみとは別に、資源として水曜日に

　

回収されます。

　　　

・空き缶類（スチール缶、アルミ缶、お茶缶、缶詰

　　　

缶、のり缶など）

　　

・古紙類（新聞、雑誌、段ボール、折り込み広告）

　　

・ペットボトル

2水曜日以外の日に回収される資源ごみは次のとおり

　

です。

　　

・紙製容器類（牛乳、その他の飲料用紙パックなど）

　　　

は、公共施設に設置される回収箱へ随時排出

　　

・空きびん（白色、黒色、茶色、その他）は、従来ど

　　　

おり、指定の日に指定の回収箱あるいはドラム缶へ

3村部の燃えるごみが、週1回から2回になります。

問合せ先

　

市役所生活環境課（酋66…1111内線465）

　

市クリーンセンター（容65・6120）まで

国
民
年
金
の
保
険
料

　
　

4
月
か
ら
額
変
更

　

平
成
9
年
4
月
か
ら
保
険
料
額

は
5
0
0
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月

額
1
万
2
8
0
0
円
（
付
加
は
4

0
0
円
増
し
）
で
す
。

　

総
務
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
昨

年
9
月
1
5
日
現
在
の
わ
が
国
の
6
5

歳
以
上
の
人
口
は
、
総
人
口
の
1
5

・
1
％
を
占
め
て
、
過
去
最
高
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
年
金
を
受
け
る
人

が
増
え
続
け
る
中
で
、
年
金
制
度

を
安
定
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
保
険
料
の
改
定
が
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
国
民
年
金
保
険
料
〉

月
額
（
定
額
）
1
万
2
8
0
0
円

　
　
　

（
付
加
）
1
万
3
2
0
0
円

全
期
前
納

　
　

（
定
額
）
1
4
万
9
8
9
0
円

　
　

（
付
加
）
1
5
万
4
5
7
0
円

半
年
前
納

　
　

（
定
額
）
7
万
5
9
5
0
円

　
　

（
付
加
）
7
万
8
3
2
0
円

　

前
納
の
納
付
期
限
は
4
月
3
0
日

で
す
。
（
半
年
前
納
の
1
0
月
～
3

月
分
ま
で
は
1
0
月
3
1
日
ま
で
）

　

前
納
を
す
る
と
、
年
5
・
5
％

の
利
率
で
割
り
引
か
れ
ま
す
の
で
、

大
変
お
得
で
す
。

問
合
せ
先
市
役
所
市
民
課
年
金

　

係
（
a
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

5
5
）
ま
で



　
　

″

一
’
〈

戸
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掛
け
軸
の
ひ
な
飾
り

佐
々
木
志
づ
子
さ
ん
（
元
町
）

　

元
町
の
佐
々
木
志
づ
子
さ
ん
（
8
3
歳
）
の

宝
は
、
珍
し
い
掛
け
軸
の
ひ
な
飾
り
で
す
。

幅
は
普
通
の
掛
け
軸
と
同
じ
く
ら
い
で
す
が
、

長
さ
は
少
し
短
め
で
す
。
紙
の
台
紙
に
、
布

で
で
き
た
ひ
な
壇
の
絵
が
張
り
付
け
て
あ
り

ま
す
。
そ
の
ひ
な
壇
に
合
う
よ
う
に
人
形
を

差
し
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
形
は
押
絵
で
作
ら
れ
て
い
て
、
か
な
り

立
体
感
の
あ
る
も
の
で
す
。
お
内
裏
様
と
お

ひ
な
様
、
三
人
官
女
だ
け
で
す
が
、
お
ひ
な

様
に
は
金
属
製
の
冠
も
付
い
て
い
ま
す
。

　

掛
け
軸
の
裏
に
は
「
明
治
三
十
六
年
三
月

三
十
日
佐
々
木
華
枝
一
円
五
十
銭
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
佐
々
木
さ
ん
が
終
戦
ご

ろ
に
家
の
た
ん
す
を
整
理
し
て
い
た
時
に
見

付
け
ま
し
た
。
お
姉
さ
ん
の
名
前
が
書
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
姉
さ
ん
が
小
さ
い
と

き
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
物
で
は
な
い
か
と
の

こ
と
で
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
毎
年
、
節
分
の
こ
ろ
に
な

る
と
床
の
間
に
飾
り
ま
す
。
今
で
も
二
人
の

女
の
お
孫
さ
ん
の
た
め
に
、
新
し
い
ひ
な
人

形
と
一
緒
に
飾
り
ま
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
「
特
に
い
わ
れ
が
あ
る
物

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
、
ひ
な
祭
り
が
庶
民

で
も
出
来
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
物
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
人
形
に
は
魂
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
一
年
に
一
回
飾
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
孫
た
ち
が
生
ま
れ
た
時
に
も
、

お
祝
い
と
し
て
飾
り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も

大
事
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、
人
形
た

ち
の
気
持
ち
を
代
弁
す
る
よ
う
に
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

市民のうごき

2月1日現在 前月比

世帯数 11．497世帯 △9世帯

人口 41，359人 △35人

内訳
男 19，782人 △17人

女 21，577人 △18人

1月中の異動
転入 37人 出生 30人

転出 49人 死亡 53人

市内の交通事故状況（9ヵヽ69）

件数内訳
平成9年

1月末

平成8年

1月末
比較

総件数 77件 55件 22件

人

身
事

故

件数 16件 11件 5件

死者 O人 O人 O人

傷者 27人 19人 8人

物損事故 61件 44件 17件

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
―
―
―
表
紙
の
こ
と
ば

　

有
終
西
小
学
校
（
中
森
繁
央

校
長
、
児
童
四
百
十
四
人
）
で

は
、
市
街
地
の
学
校
に
し
て
は

珍
し
く
、
毎
冬
全
校
児
童
が
ス

キ
ー
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
近
く
に
あ
る
亀
山
が
格
好

の
ス
キ
ー
場
に
な
り
、
滑
っ
た

り
転
ん
だ
り
し
て
大
喜
び
。
天

気
の
い
い
日
に
は
、
上
着
を
脱

い
で
春
ス
キ
ー
の
気
分
で
す
。

編
集
後
記

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
大
野

イ
ン
タ
ー
の
位
置
が
昨
年
決
定

し
た
の
に
引
き
続
き
、
大
野
－

和
泉
間
が
基
本
計
画
区
間
に
格

上
げ
さ
れ
た
の
は
、
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。
全
線
が
開
通
す
れ

ば
東
京
ま
で
四
時
間
半
。
大
野

を
朝
出
て
、
午
前
中
に
着
く
こ

と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
今
か

ら
完
成
が
楽
し
み
で
す
。

厘X、、見m

　

弥
生
三
月
。
月
の
初

め
の
啓
塾
が
過
ぎ
る
と

日
ご
と
春
ら
し
い
陽
気

に
な
っ
て
く
る
。
啓
塾

と
は
冬
ご
も
り
し
て
い

た
虫
も
は
い
出
る
日
で

あ
る
と
い
う
▼
正
月
以
来
、
持
病
と
の
縁
が
な

か
な
か
切
れ
な
く
て
、
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
体
を
横
た
え
て
い
る
と
、
昼
も
そ
し

て
な
か
な
か
寝
付
か
れ
な
い
夜
も
い
ろ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
た
よ
う
に
思
う
▼
寿
命
が
延
び
、

長
寿
社
会
が
現
実
の
も
の
と
な
る
に
つ
れ
て
、

老
後
を
熟
年
と
か
第
こ
の
人
生
と
い
う
言
葉
で

呼
ぶ
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
体
は
健
康
で
頭
も

衰
え
て
お
ら
ず
、
時
間
の
余
裕
は
十
分
に
あ
る
。

第
二
の
人
生
を
生
き
が
い
の
あ
る
も
の
に
す
る

条
件
は
整
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
結

構
な
こ
と
で
あ
る
▼
し
か
し
、
や
が
て
体
力
も

頭
の
働
き
も
衰
え
て
、
自
分
の
こ
と
が
自
分
で

判
断
で
き
な
く
な
る
時
期
が
や
っ
て
く
る
。
そ

の
時
、
人
生
の
終
着
点
を
迎
え
る
心
の
準
備
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
▼
昔
は
隠
居
と
い
う
慣

習
が
あ
っ
た
。
若
い
者
に
所
帯
を
譲
る
と
、
神

仏
の
世
話
を
す
る
こ
と
が
大
事
な
日
課
で
あ
り
、

寺
参
り
を
す
る
機
会
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
報

恩
講
な
ど
に
は
、
寺
の
御
堂
が
い
っ
ぱ
い
に
な

る
ほ
ど
年
寄
り
が
集
ま
っ
た
。
そ
れ
は
今
で
い

う
第
こ
の
人
生
と
は
違
う
生
き
方
が
あ
っ
た
に

違
い
な
い
▼
「
死
に
支
度
い
た
せ
い
た
せ
と
桜

か
な
」
。
こ
れ
は
一
茶
の
句
で
あ
る
。
こ
う
い

う
心
境
に
は
な
か
な
か
な
れ
な
い
。
今
は
た
だ
、

土
中
の
虫
と
同
じ
よ
う
に
暖
か
い
日
差
し
を
浴

び
た
い
∇
心
で
あ
る
。
「
啓
1
に
病
も
癒
え
て

春
の
風
」
。
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
も
の
に

耳
を
傾
け
、
じ
っ
く
り
と
往
き
先
の
こ
と
を
考

え
る
時
間
を
持
ち
た
い
と
思
う
。
（
A
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）
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